予算要求資料
平成29年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　項：商工費　　目：工鉱業振興費
	事業名　国際陶磁器フェスティバル美濃負担金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　商工労働部　地域産業課　地場産業係　電話番号：058-272-1111（内3094）

　　　　　　　E-mail： c11355@pref.gifu.lg.jp
１　事業費 50,000千円（前年度予算額：0千円） ※前回(H26予算45,000千円)
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	50,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	50,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
  ・陶磁器産業は、日本人のライフスタイルや価値観の変化、安価な外国製品の流入など、極めて厳しい環境下にある。こうした中、陶磁器の文化的側面からのＰＲとこれを産業振興につなげていく施策が必要とされている。
　・国際陶磁器フェスティバルは地元３市（多治見市、瑞浪市、土岐市）が中心となり３年に１度開催する一大イベントであり、国際的な陶磁器コンペティション「国際陶磁器展美濃」と産業・地域振興事業の２つを柱としている。
　・本イベントを主催する「国際陶磁器フェスティバル美濃実行委員会」に参画し、開催経費の一部を負担することにより、本県の陶磁器産業の振興に寄与する。
（２）事業内容
　＜国際陶磁器フェスティバル美濃’１７の概要＞
　・会　期　平成29年9月15日（金）～10月22日（日）　３８日間
　・主会場　セラミックパークＭＩＮＯ
　・特　徴　
➣過去１０回開催しており、今年で１１回目。
➣「国際陶磁器展美濃」は、今回から「陶磁器デザイン部門」と「陶芸部門」を一本化、ひとつのカテゴリで賞を競う新たな形で実施。
➣産業・地域振興事業は、前回評価の高かった「アール・ブリュット美濃展」など５事業を継続しつつ、１２の新規事業に取組む。
（３）県負担・補助率の考え方
・第１回(1986年)以来県及び地元３市等が開催経費の一部を応分負担。
・県１／３、地元２／３の負担割合を原則としている。
	
	第９回(H23)
	第１０回(H26)
	第１１回(H29)要求

	県
	２５，０００千円
	４５，０００千円
	５０，０００千円

	地元３市
	７６，５００千円
	１０４，５００千円
	１０４，５００千円

	　　一般財源
	６０，０００千円
	８５，０００千円
	８５，０００千円

	　　広域行政
	１３，５００千円
	１５，０００千円
	１５，０００千円

	　  商工団体
	３，０００千円
	４，５００千円
	４，５００千円

	合　計
	１０１，５００千円
	１４９，５００千円
	１５４，５００千円


※第９回、第１０回は決算ベース
※県の第３回～第９回の負担金は５０，０００千円
※第９回は県が「緊急財政再建期間」にあり、負担割合の原則が崩れた
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	負担金
	50,000
	実行委員会負担金

	合計
	50,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
  ・長期構想

  Ⅱ－１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
　　　　　　　・県産品のブランド力向上を支援する

　　　　　　　・県産品の市場を拡大する
（２）国・他県の状況

　・他に同様のイベントを実施している例は見られない。
（３）後年度の財政負担
　・東濃西部の３市が連携して実施するイベントであり、広域性が高く、県産業の振興に寄与するものであることから、今後も同様の支援を行う。

（４）事業主体及びその妥当性
　・東濃西部３市の主力産業である陶磁器産業を支援するため、地元が中心となって実施する事業であること、事業費の負担割合について地元の負担が大きいこと、民間の助成金等の活用が行われていることから、３市が中核となった実行委員会に県が参画、負担することが妥当である。
　


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　国際陶磁器フェスティバル美濃’１７の開催を通じて、陶磁器の文化的側面からのＰＲと産業の振興を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）                       
	指標名
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	来場者数（単位：人）

	191,685
（H17）
※62日間
	161,531
（H20）
※61日間
	172,056
（H23）
※38日間
	184,874
（H26）
※38日間
	200,000
（H29）
	 92.4％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前回の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

＜平成２６年度実績＞ 

○会　　期：９月１２日（金）～１０月１９日（日）　３８日間

○開催場所：セラミックパークＭＩＮＯ（多治見市東町）

○主　　催：国際陶磁器フェスティバル美濃実行員会
（多治見市、瑞浪市、土岐市、地元商工会議所・商工会、陶磁器関連団体、岐阜県等で構成）

○来場者数：１８４，８７４人
○事業の内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（1)国際陶磁器展美濃
　　国際的な陶磁器コンペティションでは、その規模と審査レベルにおいて高い評価を得ており、※四大コンペティションに数えられている。会期中、入賞・入選作品２００点を展示し、多くの来場者へ陶磁器の魅力を訴求した。
　※伊：ファエンツァ国際陶芸展、韓：世界陶磁ビエンナーレ、台：台湾国際陶芸ビエンナーレ
(2)主な産業・地域振興事業
①美濃焼製品の品評・商談会～エンドユーザーによるレッドカーペット～
　産業・地域振興事業のメイン行事。日本のトップ企業のオーナー等を招聘し、美濃焼業界と商談の場をセッティングし、マッチング支援を行った。

　②アール・ブリュット美濃展
　　　美濃焼の産地で生活する、心身障がい者が制作したやきもの、絵画、書などさまざまな素材を使った作品を展示。会場内にて販売も行った。
　

③ＭＩＮＯ　ＴＩＬＥ　ＣＡＦＥ
　　　タイルテーブルなど、美濃焼タイルで施された空間で、美濃焼の器でランチやデザートを楽しめるカフェを実施。使用した器は持ち帰ることができ、テーブルも後日応募者の中から抽選でプレゼントした。
　

④美濃妖怪大図鑑
　　　国際陶磁器フェスティバル会期中に実施される他の美濃焼のイベントと連携して、各会場を回るクイズラリーを実施した。
⑤タイル施行例コンペティション
　　　日本一のタイルの生産を誇る美濃焼の地で、店舗・住宅・マンション等のタイルの施行例のコンペを実施した。


（前回の成果）

	フェスティバル全体としては、前々回を超える１８万人を超える来場があり、会期を３８日間としてからも、着実に来場者数を伸ばしている。
○各事業の成果
（1)国際陶磁器展美濃
過去最多となる６０の国と地域から１，２４７人、２，５７９作品の応募があり、世界を代表するコンペティションとして引き続き成長を遂げた。
(2)主な産業・地域振興事業
①美濃焼製品の品評・商談会　～レッドカーペット～
延べ５９社の美濃焼メーカー・商社の参加があり、４４名の招へいバイヤーの前で自社製品を紹介し、商談を行った。

　②アール・ブリュット美濃展

　　８，１４６名の入場があり、来場者アンケートでは１３．８％の回答者から一番良いイベント（１４選択肢中）と評価を得た。
また、３１５，０００円分の作品の売上げがあった。
③ＭＩＮＯ　ＴＩＬＥ　ＣＡＦＥ
　　　連日、多くの来場があり、総売上額は６４８万円となった。また、タイルテーブルプレゼントも人気が高く、２，６２８通の応募があった。
　

④美濃妖怪大図鑑

　　 会期中、４７８名（組）が冊子を購入し、クイズラリーに参加した。周遊性の向上に、一定の役割を果たした。
⑤タイル施行例コンペティション

　　６７の個人・企業から１０７作品の応募があり、レベルの高いコンペとなった。建築の専門誌に企画が掲載されるなど、美濃焼タイルの認知度向上にも貢献した。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	陶磁器をテーマとした、世界最大級のイベントとして成長を続けており、陶磁器文化の発展、美濃焼産業の振興に大きな役割を果たしている。
東濃西部の３市が広域連携して実施するイベントであり、陶磁器産業全体の発展に寄与するため、県の支援は妥当である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　美濃焼、美濃焼産地のＰＲや販路開拓として有効である。県民が世界から応募された陶磁器の作品に触れることができる機会となっており、県内地場産業への関心を高めるという視点からも効果的である。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	開催期間を前々回から３８日間（従前は２ヶ月間）に短縮し、イベントを集中して実施することにより、効率化を図っている。短縮前と比較して来場者数は遜色なく、効率的な集客が実現できている。


（今後の課題）

	目標としている来場者数２０万人に向け、ＰＲが必要。また、来場者の９割は東海３県に限られているため、遠方からの集客も課題となっている。


（次年度の方向性）
	　地元の開催意識の高いイベントであり、県としても今後も陶磁器産業・産地の活性化のため、引き続き支援していく。


